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事業実績前年度対比
平成28年度  決  算  概  要

（１）

　　定時評議員会の様子

定時理事会

定時評議員会

平成27年度

3,681人

1,845人

5,526人

2,566人

139,281千円

1,028,478千円

197,777千円

1,365,536千円

46.4%

平成28年度

3,163人

1,581人

4,744人

2,480人

137,930千円

1,035,087千円

187,468千円

1,360,485千円

52.3%

対前年度比

85.9%

85.7%

85.8%

96.6%

99.0%

100.6%

94.8%

99.6%

－

項　　　目

  男

 会 員 数 女

  計

就 業 実 人 員

  公共

 
契 約 金 額

 企業

  個人

  計

就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理
労働者派遣事業等受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,360,484,591

169,473,035

1,216,597

52,480

36,085

490,000

69,483,000

0

1,269

1,601,237,057

1,562,387,053

34,266,725

1,596,653,778

4,583,279

0

0

0

0

0

0

4,583,279

201,524,247

206,107,526

（単位：円）
（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

科　　　　　　目

　
平
成
29
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
30

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
３
議
案
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
】

①
平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

②
平
成
28
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

③
定
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び
場
所
並

び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定
に

つ
い
て

【
報
告
】
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

　
第
１
回
定
時
理
事
会
の
承
認
を
得
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成
29
年
度
定
時
評
議
員
会
が
６
月
20

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
】

　
平
成
28
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

【
報
告
】

　
平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
は
会
員
、
役
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
積
極
的
な
事
業
展
開
に
努
め
ま
し
た
が
、

平
成
23
年
度
以
来
の
５
年
ぶ
り
に
受
託
事
業
の

契
約
金
額
が
減
少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
績
の
下
が
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
適
正
就

業
の
推
進
に
よ
る
請
負
事
業
か
ら
労
働
者
派
遣

事
業
へ
の
切
り
替
え
や
打
ち
切
り
、
一
般
家
庭

の
消
費
の
抑
制
な
ど
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

の
会
員
動
向
調
査
の
影
響
と
、
都
市
部
に
お
け

る
雇
用
環
境
改
善
に
伴
う
新
規
登
録
会
員
の
低

減
な
ど
が
影
響
し
、
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
規
受
注
の
開
拓
や
、
効
果

的
な
会
員
入
会
促
進
に
取
り
組
み
、
実
績
回
復

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
報
告

常念寺境内

作
業
の
様
子

千
石
会
員

お
寺
の
境
内
清
掃

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
小
田
急
線
の
栗

平
駅
か
ら
６
〜
７

分
ほ
ど
の
閑
静
な

住
宅
地
に
常
念
寺

が
あ
り
ま
す
。

　
常
念
寺
は
、
開

山
7
0
0
年
以
上

と
古
く
、
広
い
境

内
を
も
つ
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
の
お

寺
で
す
。

今
回
は
お
寺
の
境

内
清
掃
・
除
草
の

仕
事
を
さ
れ
て
い

る
千
石
会
員
を
取
材
し
ま
し
た
。

ご
住
職
か
ら

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
仕
事
の
発
注
は
も
う

30
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。
千
石
さ
ん
は
４
〜
５
人
目

ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
長
く
働
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
仕
事
は
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
方
も
含
め

て
、
よ
く
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

千
石
会
員
の
話

　
就
業
日
は
特
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
１
ヵ

月
に
10
日
ぐ
ら
い
、
時
間
は
8
時
か
ら
16
時
、
こ
こ
で

働
い
て
い
る
会
員
は
私
一
人
で
す
。

　
仕
事
は
お
寺
の
境
内
と
墓
地
の
清
掃
や
除
草
で
す
。

広
い
境
内
の
清
掃
は
大
変
で
す
が
、
仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
お
寺
と
の
信
頼

関
係
で
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
働
き
や
す

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
就
業
日
の
制
約
は
特
に
な
い
の
で
す
が
、
月
１
回
の

法
話
会
の
日
は
、
多
く
の
人
が
来
る
日
で
も
あ
り
、
私

も
就
業
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
の
時
期
は
植
物
が
成
長
す
る
の
で
、
除
草
や
生
垣

の
剪
定
な
ど
忙
し
い
で
す
。

　
梅
雨
の
季
節
で
も
あ
り
、
雨
の
日
は
仕
事
が
出
来
な

い
の
で
休
み
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
風
の
強
い
日
は
せ
っ
か
く
き
れ
い
に
清
掃
し

て
も
ま
た
木
の
葉
な
ど
が
落
ち
て
き
て
何
度
も
掃
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
き
れ
い
に
清
掃
す
る
こ
と
は
と
て
も
気
持
ち

の
い
い
こ
と
で
す
。

　
　

取
材
を
終
え
て

　
千
石
さ
ん
に
仕
事
の
話
を
う
か
が
い
な
が
ら
境
内
、

墓
地
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
い
屋
外
で
の

作
業
は
な
か
な
か
大
変
そ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
こ
れ
か
ら
夏
の
暑
い
季
節
に
な
り
ま
す
が
、
千

石
さ
ん
曰
く
「
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
後
の
ビ
ー
ル
は

最
高
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
岡
本
　
博
行

配分金支払日のお知らせ

7月分

8月分

9月分

8月25日 ㈮

9月25日 ㈪

10月25日 ㈬

７月分から９月分の配分金支払日は 
次のとおりとなっております。

※配 分 金は月末で 締めて翌 月25日   
（金融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

人 事 異 動
【異　　動】（６月１日）
○参事・南部事務所長
　　市川　賢司（北部事務所長兼務）
○中部事務所長
　　吉川　和光（経営課担当課長）
○北部事務所長
　　榎本　　実（中部事務所長）
○経営課担当課長
　　小島　　浩（経営課課長補佐）　
○経営課（事業担当）
　　松橋　　優（南部事務所）

【新　　任】（６月１日）
○南部事務所
　　長尾　理成
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り
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◇平成29年3月～5月までに起きた事故
事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 年齢種類 性別№ 仕事の内容

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

〇
最
優
秀
作
品

「
気
を
つ
け
て 

声
掛
け
あ
っ
て 

皆
安
全
」

　
　
　
　
　林

　
　啓
雄

　中
部
会
員

　熱中症のピークは７月から８月です。特に６５歳以上の高齢者が多く発症しています。
　就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努め
ましょう。
● 「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
● 「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
● 屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。
　 また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
● 体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
● 複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　平成28年度は、植木剪定作業や屋内清掃作業中に多く事故が起きています。傷害事故の内容として、転倒に
よる事故の割合が増加しており、賠償事故の内容としては、「倒して損壊」が最も多い状況です。ちょっとし
た気の緩みや体調面から起こってしまったという報告が挙がっています。
　平成28年度は平成27年度に比べ、全体で1.3倍と増加しております。
　今後は自身の健康面、また、就業中や就業場所に行く時、帰るとき等、気の緩みが無いよう、常に周囲の状
況等に注意していただき、事故防止に努めましょう。

平成28年度  事 故 状 況 分 析 (件数・割合）
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2階部分の清掃が終わり、踏台と雑巾を持って階
段を降りる際に足を滑らせ転倒し、右腕を負傷し
た。
品物を台車にて運搬中、少し高く積み上げていた
ため、意識が前方に集中し、横にいた買い物客に
気づかず、接触して転倒させてしまった。

中部

中部

就業中

就業中

男

男

80

73

傷害

賠償

1

2

屋内清掃作業

屋外軽作業

安全・適正就業委員会の様子

　
６
月
23
日（
金
）、
第

１
回
安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
議
題
は
、 

①
平

成
29
年
度
「
安
全
就
業

標
語
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

と
」
体
験
事
例
の
選
考 

②
平
成
28
年
度
の
委
員

会
及
び
事
務
所
対
策
会

議
の
事
業
報
告  

③
平

成
28
年
度
事
故
発
生
状

況
の
報
告
で
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」

は
14
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員
会
で
厳
正
に
選
考
し
た

結
果
、
最
優
秀
作
品
が
１
作
品
、
優
秀
が
２
作
品
、
佳
作

が
３
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と

体
験
事
例
」
は
４
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
作
品
が

１
作
品
、
優
秀
が
２
作
品
、
佳
作
が
１
作
品
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
28
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
で
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
31
件
と
８
件
増
加
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
事
故

内
容
の
分
析
と
対
策
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
故
内
容
は
「
平
成
28
年
度
事
故
状
況
の
分
析
」

の
と
お
り
で
、
賠
償
事
故
は
２
件
増
加
し
、
傷
害
事
故
は

６
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
29
年
度 

第
１
回

　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催
　
　

◎
安
全
標
語

◎
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例

　
〇
優
秀
作
品

　「一
寸
待
て
　無
事
故
の
意
識
　忘
れ
ず
に
」

古
口

　
　宏

　中
部
会
員

　「う
っ
か
り
事
故
　あ
わ
て
な
い

ゆ
と
り
あ
る
行
動
が
事
故
防
ぐ
！
」

森
本

　
　訓

　中
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
林 

美
喜
子 

南
部
会
員
、
根
岸 

則
夫
中

部
会
員
、
小
塚 

守 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

〇
最
優
秀
作
品

場
内
を
移
動
し
て
い
る
車
や
人
が
背
後
か
ら

突
然
近
く
に
出
現
し
た
と
き
で
あ
る
。
車
や

人
と
の
出
会
い
頭
の
接
触
事
故
で
あ
る
。
事

故
は
無
か
っ
た
が
、
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
。
最
悪

は
負
傷
事
故
の
当
事
者
に
な
る
危
険
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　小
塚

　
　守

　北
部
会
員

　
優
秀
作
品
と
し
て
、
門
木 

功 

北
部
会
員
、
鈴
木 

毅 

北
部
会
員
、
佳
作
と
し
て
、
林 

啓
雄 

中
部
会
員
が
入
選

し
ま
し
た
。

①就業・途上別内訳

就業中
26件

（84%）

途上
5件

（16%）

75～79歳
8人

（26%）

男性
23人

（74%）

女性
8人

（26%）

②年齢別内訳

70～74歳
11人

（35%）

80歳以上
3人

（10%）

65～69歳
9人

（29%）

60～64歳
0人

（0%）

⑤賠償事故内訳 過去5年間の事故件数推移（件数）

27年度 28年度

傷害事故

賠償事故

24年度 25年度

④傷害事故内訳

転倒
15件

（65%）

交通事故
2件

（9%）

③男女別内訳

飛来・落下
4件

（18%）

無理な
動作
1件

（4%）

激突され
1件

（4%）

倒して
損壊
3件

（37.5%）

その他
2件

（25%）

用具を
接触させて損壊

1件
（12.5%）

飛散させた
もので損壊

1件
（12.5%）

8
10 11 11

6

23

13

23

14

17

26年度

運搬・搬出
中に損壊

1件
（12.5%）
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事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 年齢種類 性別№ 仕事の内容

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

〇
最
優
秀
作
品

「
気
を
つ
け
て 

声
掛
け
あ
っ
て 

皆
安
全
」

　
　
　
　
　林

　
　啓
雄

　中
部
会
員

　熱中症のピークは７月から８月です。特に６５歳以上の高齢者が多く発症しています。
　就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努め
ましょう。
● 「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
● 「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
● 屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。
　 また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
● 体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
● 複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　平成28年度は、植木剪定作業や屋内清掃作業中に多く事故が起きています。傷害事故の内容として、転倒に
よる事故の割合が増加しており、賠償事故の内容としては、「倒して損壊」が最も多い状況です。ちょっとし
た気の緩みや体調面から起こってしまったという報告が挙がっています。
　平成28年度は平成27年度に比べ、全体で1.3倍と増加しております。
　今後は自身の健康面、また、就業中や就業場所に行く時、帰るとき等、気の緩みが無いよう、常に周囲の状
況等に注意していただき、事故防止に努めましょう。

平成28年度  事 故 状 況 分 析 (件数・割合）

0

5

10

15

20

25

（３） （２）

2階部分の清掃が終わり、踏台と雑巾を持って階
段を降りる際に足を滑らせ転倒し、右腕を負傷し
た。
品物を台車にて運搬中、少し高く積み上げていた
ため、意識が前方に集中し、横にいた買い物客に
気づかず、接触して転倒させてしまった。

中部

中部

就業中

就業中

男

男

80

73

傷害

賠償

1

2

屋内清掃作業

屋外軽作業

安全・適正就業委員会の様子

　
６
月
23
日（
金
）、
第

１
回
安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
議
題
は
、 

①
平

成
29
年
度
「
安
全
就
業

標
語
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

と
」
体
験
事
例
の
選
考 

②
平
成
28
年
度
の
委
員

会
及
び
事
務
所
対
策
会

議
の
事
業
報
告  

③
平

成
28
年
度
事
故
発
生
状

況
の
報
告
で
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」

は
14
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員
会
で
厳
正
に
選
考
し
た

結
果
、
最
優
秀
作
品
が
１
作
品
、
優
秀
が
２
作
品
、
佳
作

が
３
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と

体
験
事
例
」
は
４
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
作
品
が

１
作
品
、
優
秀
が
２
作
品
、
佳
作
が
１
作
品
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
28
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
で
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
31
件
と
８
件
増
加
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
事
故

内
容
の
分
析
と
対
策
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
故
内
容
は
「
平
成
28
年
度
事
故
状
況
の
分
析
」

の
と
お
り
で
、
賠
償
事
故
は
２
件
増
加
し
、
傷
害
事
故
は

６
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
29
年
度 

第
１
回

　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催
　
　

◎
安
全
標
語

◎
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例

　
〇
優
秀
作
品

　「一
寸
待
て
　無
事
故
の
意
識
　忘
れ
ず
に
」

古
口

　
　宏

　中
部
会
員

　「う
っ
か
り
事
故
　あ
わ
て
な
い

ゆ
と
り
あ
る
行
動
が
事
故
防
ぐ
！
」

森
本

　
　訓

　中
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
林 

美
喜
子 

南
部
会
員
、
根
岸 

則
夫
中

部
会
員
、
小
塚 

守 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

〇
最
優
秀
作
品

場
内
を
移
動
し
て
い
る
車
や
人
が
背
後
か
ら

突
然
近
く
に
出
現
し
た
と
き
で
あ
る
。
車
や

人
と
の
出
会
い
頭
の
接
触
事
故
で
あ
る
。
事

故
は
無
か
っ
た
が
、
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
。
最
悪

は
負
傷
事
故
の
当
事
者
に
な
る
危
険
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　小
塚

　
　守

　北
部
会
員

　
優
秀
作
品
と
し
て
、
門
木 

功 

北
部
会
員
、
鈴
木 

毅 

北
部
会
員
、
佳
作
と
し
て
、
林 

啓
雄 

中
部
会
員
が
入
選

し
ま
し
た
。

①就業・途上別内訳

就業中
26件

（84%）

途上
5件

（16%）

75～79歳
8人

（26%）

男性
23人

（74%）

女性
8人

（26%）

②年齢別内訳

70～74歳
11人

（35%）

80歳以上
3人

（10%）

65～69歳
9人

（29%）

60～64歳
0人

（0%）

⑤賠償事故内訳 過去5年間の事故件数推移（件数）

27年度 28年度

傷害事故

賠償事故

24年度 25年度

④傷害事故内訳

転倒
15件

（65%）

交通事故
2件

（9%）

③男女別内訳

飛来・落下
4件

（18%）

無理な
動作
1件

（4%）

激突され
1件

（4%）

倒して
損壊
3件

（37.5%）

その他
2件

（25%）

用具を
接触させて損壊

1件
（12.5%）

飛散させた
もので損壊

1件
（12.5%）

8
10 11 11

6

23

13

23

14

17

26年度

運搬・搬出
中に損壊

1件
（12.5%）



北部事務所 会員　髙 野 裕 昭

地域班全体会議の様子

広報掲示板に掲示されたポスター

会
員
の
ひ
ろ
ば

（４）

投稿写真　「妙楽寺のアジサイ」
多摩区のアジサイ寺で有名な「妙楽寺」を訪ね、

花を撮ってみました。毎年行っております。

　
５
月
30
日
（
火
）、
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
事
務
局
長
か
ら
、「
事
業
の
普
及
啓

発
の
た
め
、
地
域
班
の
活
動
と
班
長
の
活
躍
に
期

待
し
て
い
る
。
こ
の
連
絡
会
議
を
情
報
交
換
の
有

意
義
な
場
と
し
て
欲
し
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
会
議
の
議
事
と
し
て
は
、
平
成
28
年
度
の
地
域

班
活
動
と
し
て
、
各
事
務
所
か
ら
、
地
域
班
会
議

の
開
催
状
況
、
チ
ラ

シ
配
布
活
動
及
び
普

及
啓
発
活
動
の
参
加

報
告
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
地
域
班
に

よ
る
チ
ラ
シ
配
布

は
、
全
市
で
約
３
万

５
千
５
百
戸
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

　　
市
広
報
掲
示
板
に
今
年
の
１
月
５
日
〜
18
日
の
期
間

◎
平
成
29
年
度 

第
１
回

　
　
　 
地
域
班
全
体
会
議
開
催

★
市
広
報
掲
示
板
へ

　
　
　
会
員
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
募
集
ポ
ス
タ
ー

が
、
全
市
５
４
６
箇
所
の
川
崎
市
広
報
掲
示
板
に
掲
示

さ
れ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
新
入
会
員
は
、
企
業
の
定
年
引
き
上
げ
な
ど
の
影
響

に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
、
未
就
業
会
員
が
い
る
一
方

で
、
事
業
所
等
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
に
応
え
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
周
り
に
、
健
康
で
元
気
な
就
業
意
欲

の
高
い
川
崎
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
店
舗
で
の
早
朝
や
夜
間
、
土

日
祝
日
も
含
む
体
を
使
っ
た
清
掃
や
品
出
し
、
マ
ン

シ
ョ
ン
等
で
の
短
時
間
の
清
掃
、
植
木
や
除
草
作
業
、

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
、
ち
ょ
っ
と
し
た
短
時
間
の

ご
家
庭
の
お
困
り
事
を
助
け
る
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
お
声
掛
け
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど

　
　
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

　
　
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。

◆
送
り
先
　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
６

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　
　
　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

◆
投
稿・写
真
を
募
集
し
ま
す

地
域
班
だ
よ
り

地
域
班
だ
よ
り

作業実演の様子

作業の様子

座学の様子

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

南
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

（５）

★
除
草
講
習
会

平
成
29
年
6
月
29
日（
木
）

場
所
　南
部
事
務
所
会
議
室
　参
加
者
12
名

　
今
年
度
の
除
草
講
習
会
は
予
定
し
て
い
た
市
内
の
老

人
ホ
ー
ム
庭
園
で
の
日
程
が
二
度
に
わ
た
り
雨
天
の
た

め
中
止
と
な
り
、
座
学
に
変
更
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
除
草
班
班
長
の
田
中
会
員
を
お
招
き
し
除

草
作
業
の
流
れ
、
見
積
方
法
、
現
場
で
の
作
業
上
の
注

意
事
項
、
並
び
に
田
中
会
員
が
使
用
さ
れ
て
い
る
鎌
や

は
さ
み
を
提
示
い
た
だ
き
な
が
ら
、
道
具
の
選
び
方
に

つ
い
て
も
丁
寧
に
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
習
会
終

了
後
、
南
部
事
務
所
敷
地
を
使
用
し
、
田
中
会
員
が
作

業
手
順
と
道
具
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
実
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
今
後
の
除
草
作
業

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
や
す
い
時
期
で
す
。
こ
れ
か
ら
迎
え
る
夏
の
熱

中
症
に
つ
い
て
も
、
予
防
に
向
け
た
体
調
管
理
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
麻
生
区
役
所
植
木
剪
定
作
業

平
成
29
年
6
月
12
日（
月
）

　
植
木
班
に
所
属
す
る
23
名
の
作
業
会
員
が
広
範
囲
の

敷
地
を
現
場
責
任
者
指
導
の
も
と
、
事
前
打
合
せ
を
行

い
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
な
が
ら
、

連
携
の
取
れ
た
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
来
庁
者

が
い
る
中
で
の
作
業
の
た
め
、
道
具
の
整
理
整
頓
を
は

じ
め
、
危
険
箇
所
で
は
多
く
の
パ
イ
ロ
ン
を
配
置
し
、

通
行
者
に
声
掛
け
を
行
う
な
ど
安
全
作
業
に
対
す
る
意

識
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。
会
員
の
熱
心
な
作
業
に
よ

り
、
庁
舎
一
帯
す
っ
き
り
と
し
た
景
観
に
な
り
ま
し
た
。

区
役
所
担
当
の
方
か
ら
も
「
大
変
綺
麗
に
な
り
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
お
言
葉
を
頂
き
、
充
実
感
を
得
た
よ
う

で
し
た
。
作
業
会
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

★
市
内
統
一
美
化
活
動
の
お
知
ら
せ

　
市
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
「
市
内
統
一
美
化
活

動
」に
参
加
し
ま
す
。地
域
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
活
動
で
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
月
日
　
平
成
29
年
9
月
24
日（
日
）

集
合
時
間
　午
前
8
時
45
分

集
合
場
所
　Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口「
ル
フ
ロ
ン
」

　
　
　
　
　（
旧
噴
水
前
）

申
込
締
切
　平
成
29
年
9
月
15
日（
金
）

※
参
加
希
望
者
は
、
南
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
除
草
作
業
説
明
会

平
成
29
年
6
月
28
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
除
草
作
業
を
希
望
さ
れ

る
会
員
の
方
々
に
除
草
作
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
除
草
作
業
就
業
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
丁
寧
な
お
客
様
対
応

が
出
来
る
方
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
年
に
一
度
は
、
特
定
健
康
診
査
及
び
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
等
を
受
診
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
候
の
変
化
な
ど
体
調
を
崩

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど

　
　
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

　
　
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。

◆
送
り
先
　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
６

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　
　
　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。



北部事務所 会員　髙 野 裕 昭

地域班全体会議の様子

広報掲示板に掲示されたポスター

会
員
の
ひ
ろ
ば

（４）

投稿写真　「妙楽寺のアジサイ」
多摩区のアジサイ寺で有名な「妙楽寺」を訪ね、
花を撮ってみました。毎年行っております。

　
５
月
30
日
（
火
）、
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
事
務
局
長
か
ら
、「
事
業
の
普
及
啓

発
の
た
め
、
地
域
班
の
活
動
と
班
長
の
活
躍
に
期

待
し
て
い
る
。
こ
の
連
絡
会
議
を
情
報
交
換
の
有

意
義
な
場
と
し
て
欲
し
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
会
議
の
議
事
と
し
て
は
、
平
成
28
年
度
の
地
域

班
活
動
と
し
て
、
各
事
務
所
か
ら
、
地
域
班
会
議

の
開
催
状
況
、
チ
ラ

シ
配
布
活
動
及
び
普

及
啓
発
活
動
の
参
加

報
告
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
地
域
班
に

よ
る
チ
ラ
シ
配
布

は
、
全
市
で
約
３
万

５
千
５
百
戸
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

　　
市
広
報
掲
示
板
に
今
年
の
１
月
５
日
〜
18
日
の
期
間

◎
平
成
29
年
度 

第
１
回

　
　
　 

地
域
班
全
体
会
議
開
催

★
市
広
報
掲
示
板
へ

　
　
　
会
員
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
募
集
ポ
ス
タ
ー

が
、
全
市
５
４
６
箇
所
の
川
崎
市
広
報
掲
示
板
に
掲
示

さ
れ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
新
入
会
員
は
、
企
業
の
定
年
引
き
上
げ
な
ど
の
影
響

に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
、
未
就
業
会
員
が
い
る
一
方

で
、
事
業
所
等
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
に
応
え
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
周
り
に
、
健
康
で
元
気
な
就
業
意
欲

の
高
い
川
崎
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
店
舗
で
の
早
朝
や
夜
間
、
土

日
祝
日
も
含
む
体
を
使
っ
た
清
掃
や
品
出
し
、
マ
ン

シ
ョ
ン
等
で
の
短
時
間
の
清
掃
、
植
木
や
除
草
作
業
、

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
、
ち
ょ
っ
と
し
た
短
時
間
の

ご
家
庭
の
お
困
り
事
を
助
け
る
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
お
声
掛
け
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど

　
　
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

　
　
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。

◆
送
り
先
　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
６

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　
　
　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

◆
投
稿・写
真
を
募
集
し
ま
す

地
域
班
だ
よ
り

地
域
班
だ
よ
り

作業実演の様子

作業の様子

座学の様子

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

南
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

（５）

★
除
草
講
習
会

平
成
29
年
6
月
29
日（
木
）

場
所
　南
部
事
務
所
会
議
室
　参
加
者
12
名

　
今
年
度
の
除
草
講
習
会
は
予
定
し
て
い
た
市
内
の
老

人
ホ
ー
ム
庭
園
で
の
日
程
が
二
度
に
わ
た
り
雨
天
の
た

め
中
止
と
な
り
、
座
学
に
変
更
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
除
草
班
班
長
の
田
中
会
員
を
お
招
き
し
除

草
作
業
の
流
れ
、
見
積
方
法
、
現
場
で
の
作
業
上
の
注

意
事
項
、
並
び
に
田
中
会
員
が
使
用
さ
れ
て
い
る
鎌
や

は
さ
み
を
提
示
い
た
だ
き
な
が
ら
、
道
具
の
選
び
方
に

つ
い
て
も
丁
寧
に
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
習
会
終

了
後
、
南
部
事
務
所
敷
地
を
使
用
し
、
田
中
会
員
が
作

業
手
順
と
道
具
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
実
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
今
後
の
除
草
作
業

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
や
す
い
時
期
で
す
。
こ
れ
か
ら
迎
え
る
夏
の
熱

中
症
に
つ
い
て
も
、
予
防
に
向
け
た
体
調
管
理
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
麻
生
区
役
所
植
木
剪
定
作
業

平
成
29
年
6
月
12
日（
月
）

　
植
木
班
に
所
属
す
る
23
名
の
作
業
会
員
が
広
範
囲
の

敷
地
を
現
場
責
任
者
指
導
の
も
と
、
事
前
打
合
せ
を
行

い
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
な
が
ら
、

連
携
の
取
れ
た
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
来
庁
者

が
い
る
中
で
の
作
業
の
た
め
、
道
具
の
整
理
整
頓
を
は

じ
め
、
危
険
箇
所
で
は
多
く
の
パ
イ
ロ
ン
を
配
置
し
、

通
行
者
に
声
掛
け
を
行
う
な
ど
安
全
作
業
に
対
す
る
意

識
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。
会
員
の
熱
心
な
作
業
に
よ

り
、
庁
舎
一
帯
す
っ
き
り
と
し
た
景
観
に
な
り
ま
し
た
。

区
役
所
担
当
の
方
か
ら
も
「
大
変
綺
麗
に
な
り
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
お
言
葉
を
頂
き
、
充
実
感
を
得
た
よ
う

で
し
た
。
作
業
会
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

★
市
内
統
一
美
化
活
動
の
お
知
ら
せ

　
市
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
「
市
内
統
一
美
化
活

動
」に
参
加
し
ま
す
。地
域
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
活
動
で
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
月
日
　
平
成
29
年
9
月
24
日（
日
）

集
合
時
間
　午
前
8
時
45
分

集
合
場
所
　Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口「
ル
フ
ロ
ン
」

　
　
　
　
　（
旧
噴
水
前
）

申
込
締
切
　平
成
29
年
9
月
15
日（
金
）

※
参
加
希
望
者
は
、
南
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
除
草
作
業
説
明
会

平
成
29
年
6
月
28
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
除
草
作
業
を
希
望
さ
れ

る
会
員
の
方
々
に
除
草
作
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
除
草
作
業
就
業
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
丁
寧
な
お
客
様
対
応

が
出
来
る
方
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
年
に
一
度
は
、
特
定
健
康
診
査
及
び
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
等
を
受
診
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
候
の
変
化
な
ど
体
調
を
崩

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど

　
　
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

　
　
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。

◆
送
り
先
　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
６

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　
　
　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
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平
成
29
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
の
開
催

平
成
29
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
の
開
催

事業実績前年度対比
平成28年度  決  算  概  要

（１）

　　定時評議員会の様子

定時理事会

定時評議員会

平成27年度

3,681人

1,845人

5,526人

2,566人

139,281千円

1,028,478千円

197,777千円

1,365,536千円

46.4%

平成28年度

3,163人

1,581人

4,744人

2,480人

137,930千円

1,035,087千円

187,468千円

1,360,485千円

52.3%

対前年度比

85.9%

85.7%

85.8%

96.6%

99.0%

100.6%

94.8%

99.6%

－

項　　　目

  男

 会 員 数 女

  計

就 業 実 人 員

  公共

 
契 約 金 額

 企業

  個人

  計

就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理
労働者派遣事業等受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
（単位：円）

（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

科　　　　　　目

　
平
成
29
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
30

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
３
議
案
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
】

①
平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

②
平
成
28
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

③
定
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び
場
所
並

び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定
に

つ
い
て

【
報
告
】
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

　
第
１
回
定
時
理
事
会
の
承
認
を
得
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成
29
年
度
定
時
評
議
員
会
が
６
月
20

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
】

　
平
成
28
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

【
報
告
】

　
平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
は
会
員
、
役
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
積
極
的
な
事
業
展
開
に
努
め
ま
し
た
が
、

平
成
23
年
度
以
来
の
５
年
ぶ
り
に
受
託
事
業
の

契
約
金
額
が
減
少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
績
の
下
が
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
適
正
就

業
の
推
進
に
よ
る
請
負
事
業
か
ら
労
働
者
派
遣

事
業
へ
の
切
り
替
え
や
打
ち
切
り
、
一
般
家
庭

の
消
費
の
抑
制
な
ど
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

の
会
員
動
向
調
査
の
影
響
と
、
都
市
部
に
お
け

る
雇
用
環
境
改
善
に
伴
う
新
規
登
録
会
員
の
低

減
な
ど
が
影
響
し
、
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
規
受
注
の
開
拓
や
、
効
果

的
な
会
員
入
会
促
進
に
取
り
組
み
、
実
績
回
復

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
報
告

常念寺境内

作
業
の
様
子

千
石
会
員

お
寺
の
境
内
清
掃

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
小
田
急
線
の
栗

平
駅
か
ら
６
〜
７

分
ほ
ど
の
閑
静
な

住
宅
地
に
常
念
寺

が
あ
り
ま
す
。

　
常
念
寺
は
、
開

山
7
0
0
年
以
上

と
古
く
、
広
い
境

内
を
も
つ
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
の
お

寺
で
す
。

今
回
は
お
寺
の
境

内
清
掃
・
除
草
の

仕
事
を
さ
れ
て
い

る
千
石
会
員
を
取
材
し
ま
し
た
。

ご
住
職
か
ら

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
仕
事
の
発
注
は
も
う

30
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。
千
石
さ
ん
は
４
〜
５
人
目

ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
長
く
働
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
仕
事
は
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
方
も
含
め

て
、
よ
く
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

千
石
会
員
の
話

　
就
業
日
は
特
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
１
ヵ

月
に
10
日
ぐ
ら
い
、
時
間
は
8
時
か
ら
16
時
、
こ
こ
で

働
い
て
い
る
会
員
は
私
一
人
で
す
。

　
仕
事
は
お
寺
の
境
内
と
墓
地
の
清
掃
や
除
草
で
す
。

広
い
境
内
の
清
掃
は
大
変
で
す
が
、
仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
お
寺
と
の
信
頼

関
係
で
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
働
き
や
す

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
就
業
日
の
制
約
は
特
に
な
い
の
で
す
が
、
月
１
回
の

法
話
会
の
日
は
、
多
く
の
人
が
来
る
日
で
も
あ
り
、
私

も
就
業
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
の
時
期
は
植
物
が
成
長
す
る
の
で
、
除
草
や
生
垣

の
剪
定
な
ど
忙
し
い
で
す
。

　
梅
雨
の
季
節
で
も
あ
り
、
雨
の
日
は
仕
事
が
出
来
な

い
の
で
休
み
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
風
の
強
い
日
は
せ
っ
か
く
き
れ
い
に
清
掃
し

て
も
ま
た
木
の
葉
な
ど
が
落
ち
て
き
て
何
度
も
掃
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
き
れ
い
に
清
掃
す
る
こ
と
は
と
て
も
気
持
ち

の
い
い
こ
と
で
す
。

　
　

取
材
を
終
え
て

　
千
石
さ
ん
に
仕
事
の
話
を
う
か
が
い
な
が
ら
境
内
、

墓
地
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
い
屋
外
で
の

作
業
は
な
か
な
か
大
変
そ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
こ
れ
か
ら
夏
の
暑
い
季
節
に
な
り
ま
す
が
、
千

石
さ
ん
曰
く
「
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
後
の
ビ
ー
ル
は

最
高
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
岡
本
　
博
行

配分金支払日のお知らせ

7月分

8月分

9月分

8月25日 ㈮

9月25日 ㈪

10月25日 ㈬

７月分から９月分の配分金支払日は 
次のとおりとなっております。

※配 分 金は月末で 締めて翌 月25日   
（金融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

人 事 異 動
【異　　動】（６月１日）
○参事・南部事務所長
　　市川　賢司（北部事務所長兼務）
○中部事務所長
　　吉川　和光（経営課担当課長）
○北部事務所長
　　榎本　　実（中部事務所長）
○経営課担当課長
　　小島　　浩（経営課課長補佐）　
○経営課（事業担当）
　　松橋　　優（南部事務所）

【新　　任】（６月１日）
○南部事務所
　　長尾　理成


